
Title 北海道南部に於ける淡水産カジカ類に就いて

Author(s) 佐藤, 信一; SATO, Shin-ichi; 小林, 喜雄 他

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 1(3-4), 129-133

Issue Date 1951-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/22689

Type departmental bulletin paper

File Information 1(3_4)_P129-133.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道南部に於げる淡水産カジカ類lこ就いて

佐 藤

林 喜

く水産動物第一教室〉

t世 〈同上〉

A NOTE ON 'I'HE FRESH WATER COTTOIJ) FISHES IN 

SOUTHERN HOKKAIDO. 

Shin-ic1Ji SATO & Kivu KOBAYASHI 

(Fsculty of Fisheries ，Hokkaido Univfrsity，Hakodate) 

In thc prescnt p九pertwo日peciesof the fresh wftter co悦oidfishes， Cottus 110Zαwae SNJ:三

日nd COtt'U8 hαngl・ongensisMORI， have been studied froll1七hetaxonomicnl point of 

C. nozαwαe SNYDER is rather・commonlyfOeUlcl in the l'ivers oI Hokkftido， u胃u九llyin 

middle alld upper courses of七hestreaU1. 

σ.hα1tgionタensisMORJ has llOt been yet founcl in七herivel's of ‘Japllll， onl.v repol'tec1 
the middle COUl'SCS of 七heTumenula Rivel' in llortherll Koreft by Mori ( 130). Since 

， we have collected 31 specimens of 
Fig. 1. The map of the rivers in southern Hokkaido. 

lftttcr in the lower courses of the D叶

Moheji anc1 Hekirichi Rivel's， allcl 

ecologic吊1observfttions have been九1自O

on. 

北海道の各河川に棲息するカジカ額につい

は Giinther(/73)が小樽内川で採集した例

について CottU8 pollllx GuNTHER と命

し、其の後 Jorclnn及び Stftl'ks('04)が本

に庚く分布する Cotttl8 hilgendorJi STEJ-

CHNER を C.pollux (0 syIlIJnyU1と

本州に於けるカジカと同種と見なしてい

Snyder ('11)は石狩川より更に C.nozα司

SNYDER を報告し、北海道には 2種が

すると一般に考えられていたが、賓際に

に見られるのはり.nozαw仰のみであ

て、其の後 C.pollllxを係集した記載は無

。岡田及び池田(令8)は(プ.polluxはとの

は北海道では稀であって恐らく日本海に聞

る北海道南部に限られているDではないか

e 
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と述べている。筆者等はとの 2種の賓探の分布-![た態を踏めるために 1947年以降北海道の南部に於け

る河川、本州北端ο青森綴の河川を調査した。探集は主として知内川、大賞刊111、茂港地川、戸切地

川、久根別川等0河川で (Eig.1)約 70個韓を得、とれ守主を観察した結果 C.poll仰に相営ずるも

D は一個簡も無く、むしろ従来吾閤‘で知られなかった C. hangiongensis MORIに相官ずるものを

31個睦見出したので、その形態並びに生態の一部を報告する。

猶との調査には文部有利皐研究費を使用した。

Cottus nozawae SNYDER 

ハナカジカ

本f主は前κ述べ‘た様に Sn}ぺler(〆11)が石狩川より最初に記載して以来、北海道D各地で採集され市

千島及びj'?~樺太にも棲息するととが知られているくS司to， '42) 

親察した佃韓は主として茂塗地川、久根別川、及び戸切地川よ D探集した28個臆で、全長崎---193.

mm  (韓長 39~162illm )の大さのものである。

形態.(Tftb'e. 1.) 

D.四-x，17~20; A. 13-15; P. 14"'16; V. T， 4. 
健度は波長の 2.68~3.31 倍、頭長は尾柄高の 3.18'"壬.52倍、吻長D 2.82-3.62倍、上顎長。1.83"，2。+3-5

.59 倍、眼経ρ 3.61~6.79倍、偲把教は百-1 平正三-:7-、鯨蓋前骨椋は 3 本、 口蓋骨には歯がない。

背椎骨は 35~36.

成檀・目立胸鰭後縁はは旺門の位置に迄達している。胸緒軟能は上部:J) 1~21援を除き、それに撞く

4"'8僚が分校しているa 腹鰭は雄ではその内側面iて涜欣突起が見られる。町.門の位置は常に韓の中

央より棺々後方で、吻端より旺門までの長さは韓長の 51.4~58.8.% を示している。

Tftble 1. Me!1sur ements of Cott'us nozαωαe SNYDER. 

Locality Knnεbetsu Hekirichi Moheji 
Riv日 River Riv町

Nnmber 21 6 

Totsl length 150 Dlm 193-48 mm 192-83 mm 

Body length 127 DlDl 162-39 mDl 161-69 mm 

Depth of body in body length 4.22 4.49-3.62 4.57-3.84 

Head IEngth in body ltngth 2.85 3.31-2.82 3.09，-2.68 

Depth of csudal peduncle in h価 dlength 4.46 4.30-3.18 4.52-3.72 

Lmgth of snout in head length 3.51 3.62-2.86 3.37-，--2.82 

Length of maxillary in head length 2.37 2.50-1.87 2.59-1.83 

1nt臼 orbitalspace in he泊dlength 6.19 7.06-4.27 6.54-437 

Dismeter of eye in head lmgth 4.96 6.79-3.64 6.09-4.66 

Nllmber of spin何 ofD. VII1 VII1-1X V1II-X 

rsys of D. 19 17-20 18- 19 

P. 15 14 - 16 15- 16 

A. 15 13- 15 13- 15 

V. 1，4 1，4 1，4 

N umber (1f gill rakers 
0+4 O十 4-5 O十 3-4
l十 5 0-1十 6-7 l十 4-6

1¥umber of vertebrae 12 t 23-24 
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別表に示す如く本州、i震の C.poll仰 GiiNTHER に比較して背鰭軟傑及び韓鰭軟僚の多いとと、

に分枝軟僚のbるとと、師、蓋前骨赫が3本である乙と等"0'明に直別し得る。岡田及び中村(ノ'48)

C. nozaωαe SNYDER を C.j'einii HJLGENDORF の日ynon~'m と見なしているが、筆者等

C. reiniiに相官する伺韓は未だ見出し得子、むしろ Schmidt('04)が南樺太の LutognRiYer 

多加J11 )より記載し、沿海州の日本海側の河川に康く分布する。 C. αmblysiomopsis SCHMlDT 

の聞に近縁関係があるので、はないかと考えられる、とのととは Tnr:1netz(136)も同様に考えている

更に今後樺太及び千島、北海道各地D個暗について考究する議定‘なあるo

棲息棋態

との類の生態については先に岡田高 ('36)が千冶川のものについて産卵習性を述べている。但し C.
lux GiよNTHERの種名を用いているが、其の後ρ筆者等の調査に依り C.nozaωae SNYDERで、あ

ととが明にされた。前越の各河川で'CTJ稜息範園は炭く、 tnJ口近くより上流及び各支流Iこまで棲息す

。初論河川の河口の形AA等に依り多少の差はあるが、茂謹地川で殆と、海水の混入する区域とD限界

近まで達している。全長約 150mm以上の大型のものは何流中特にノノ溜り//のあz，岸謹の土中の穴

するととが、春季茂謹地川及び、戸切地JJIで見られたコ乙れに反し'J主Jのものは比較的流れの王子

所に棲息し、その範聞も庚い。

2 Cottus んαngz・ongcnsis MORJ 

本種は森 ('30)氏に依り車Jj島干の開寧より初めて報告されたもので、現在まで吾閣に於て記載された

7ごもり・である。観察に用いた個樟は1947年以降茂謹地I11、大堂別川及び戸切地川'己採集された、

60~148mm (韓長崎"-'127mm)、31個韓である。

形態.(Tnble 2.) (Fig 2.) 

D. V[-]X， 20-22; A. I4~16; p. 13-14; V. 1， 4. 

付:頭長の 3.17~3.70倍、顕 E は尾柄高の 2.66~3.48 信、吻長の 2.8t' ~3.87 倍、上顎長CD J.74~ 
0+4~6 

倍、眼径の 3.55~4.90 倍、臨紅数は百"， 1+7 二日、臨蓋前骨鯨は 1 本、口蓋骨 iて歯はない。背

Tnble 2. Me九Suremeut.sof Cottus hαnタiongensisMORT 

LOCslity D:l.Itobetsu Hekirichi Moheji 
Riv町 l¥iver River 

l¥umber 15 19 
Total length 94 mm 148-. 63 mm 122-60mm 
Body length 80 mm 127-54 mm 10'3-50mm 
DEpth of body in body length 6.82 752-4.11 5.51-4.30 
He8.d length in body length 353 ''3.70-3.30 3.61-3.17 
Deptb ofωudal peduncle in hea.d lmgth 3.48 3.25-2.66 3.41--2.72 
Length of snOl】tin he品dlength 3.48 357-2.92 3.872-.88 
Length of maxill8.ry in he~，d length 2.20 2.6'3--1.74 2.64-1.94 
仰Interorbitalsp8.ce in heBd lengtb 7.'32 8.30-5.98 7.73-6.07 
Diametぞrof eye in heιd length 3.98 4.90-3.71 4.30-3.5号
Nnmber of spines of D. VIII 'y1II← 1X VII1 

rays of D. 21 20-22 21-22 

P. 14 14 
A. 16 14-16 14-16 
V. 1.4 1.4 1.4 

of gill rakers 0+5 0+4-6 0+5-6 
O十 8 0-1+7-10 0-1十 7-8

11ー 12十25-- I 11-12+25 
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成韓では胸鰭は旺門に建する。瞳の背側は黒褐色でリj、黒鮪が駐在ナる。腹側は淡褐色か白色色あ

る。尾柄の背腹南側に眼怪人0鰻斑がるる。約100nun以下の大きさむものでは種は淡褐色で、極め

て不明瞭な4僚の横帯があD、尾柄の褐色斑は明瞭である。背緒、幣鮪ーには明瞭な2--3僚の褐色帯

があり、胸崎、腹鰭、尾鰭には7'"'-'8保D褐色帯がみられ，る。一般成種。幾では虹門突起は顕著である

が、雌では殆ど認められ無い。また 0，nozaω仰の雄s乙見られる腹鰭内側の諸般突起は金く現れJな

い。町.門の位置は瞳の殆左中央か或は多少後方によるJ 吻端より町.門迄の距離は腫長v48.3~55.2.% 
でるんそれ故他の狂棋を比較して見ると、 o.no抑制6 よわは背鰭及び骨鰭軟僚が多く、胸鰭軟僚
は少い、また分枚軟僚が見られ，t;rぃ。僻蓋前骨椋が1本‘であるとと、餌紀致、背椎骨がいづれも多い

ととで直別される。 〆

σ. polluxとは背鰭及び帯鰭軟篠の多いとと、胸鰭軟俸の少いとと、縄紀数並に背椎骨教で異る。
O. kazikαJORD. & ST.とは頭長、背鰭並に瞥鰭I!t傑致、総蓋前骨練が異p、特に口蓋骨に歯の無

いととで明にw.別される、その離にるいては償却はよく似ていて泊海州を分布する O.cze1叫iiとも

同様に直別し得る。

Berg('31)はとの O.hangiongens.is.は O.αmblystomop8i8と非常によく似ているが背鰭及び棒鰭

軟傑数が多いと述べ、 Taranetz(ノ36)はとれ等v2種は Synonymではないかと考えているが、同時

tr: O. nozαw仰についても同様注意見を示している。筆者は前越の知く O.αmbly8tomo psis と 0.

no純 ωαeの聞には近縁関係は認められるが、 O.nozαωαeとは明かに直別しうる。

むしろ胸鰭の特徴よりして O.polhtxと O.nozaω仰の中間型を示すものである。
. 
号旨

Fig 2. Cottus hαngiongensis MORI 

O. 87 llllll in totallength， Heldrichi Riv~r. 

棲患棋態並に分布

との種類は O.nozαωαeと異p、そD棲息する範圏は各河川の下流附近に隈られている。ととに春

期 5月の康卵期にはその現象が明かで、戸!z'地川では河口よりが~2伴、茂遁地川では約 1粁附近を上1艮
として産卵し、それよ P上流には殆ど棲息しない。とれは同じ河JlJ'"Q'、殆ど同時期に C・nozαω仰が

河口よ T8~1O粁以上の上流で産卵し、産卵場所b明に匝別しうるととからも椎察おれる。猶、産卵
習性並に費生に関しては戎匂機舎に述ぺる議定である。

分布朕況tは現在のととろ不明な賠が多いが、筆者等が先に石狩川河口附近の厚田川よ P採集された

くノ3s，VJI. 17) 8側韓を翻察しているので、北i街道の日本海沿岸の河川には相営庚く分布すると考えら
れる。、
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摘要

19釘年以降、北海道。南部白河川、即ち大賞別川、茂謹地川、戸切地川及び久根問川等よりカジカ

2種を採集し、ヨえの事を観察した。

1. 従来R海道の各河川に分布すると云はれ，る C.nozαwae SNYDER及び C.poll'u;r， GuNl'HER 

2種。うち c.ponuxに相官するものは 1個瞳も見出し得なかった。
2. C. nozaωae SNYDER は本州産の C.poll-u;;r， GuNTHER と明に形態的に相異し、道南の河

川の上流よ TM口近くまで庚く棲息するが、ー般に中流以上に多い。

3. 森(匂0)氏に依って豆満江より記載された C.ltαngiongensis MORlに銅賞する、 31桐贈を

包大営別川、茂護地)11、戸切地JIIより採集し得介。との種は各河川の下流に棲息し.1'1産卵する。

文献'

世 Berg，L. S. 1932: A Review of仙eFreshwater Cottoid Fishes of the pacific Slope (;f AsI!¥. 

Copeia， No.l， pp. 17--20. 

iil比hel'，A. 1873: Report On a colIectiou of fishes from Clunu. Ann. Mag. Nat. Hi比， Vol. 

'12， p. 240. 

Jordan， D. S. & Starks， E. C. 1904: A Review of the 00比idaeor Sculpius fOllUd in the wat-

erl3 of Jupun. Proc. U. S. Nat. Mus.， Vol. 27， No. 1358. pp. 231-335. 

- 1950: 千曲川カジカの生態調査第一報棲息欣凋と産卵に就て・

日本水産拳舎誌第 16~島第 4蹴 119-126 頁.

T. lD30: On出efresh wuter fish fromぬeT岨 1enRiver， Korea， with descriptions 
of new speci句・ Jour.Chosen Nat. Hist.， No. 11， pp. 5生-70.

符 1936 :ヵクヵ Cottnspoll-ux GuNTHERの産卵習性・

動物拳雑誌第48続，第11競 92:3-928頁.

Okada， Y. & Ikeda， H.1938: Couもributionto出estudy of the fr白shwilもerfish Fllu凶 ofHok-
kaido， Japul1. Sci. Rep. Tokyo Bunrika Daigllku， Vo1.3， No.55， pp.133-ー162.

岡田捕ー郎・松原喜代松 1938: 日本産魚類検察 323頁

岡田禰一郎・中村守純， 1948: 日本の淡水魚類 199頁

S司to，S. 1942: A Check Lis七ofもheFresh 'Vater Fishes of Saghulien r自luud.Trllus. S:lrr 
poro Nat. Hist. Soc. ， Vol.l7， Pt.2， pp.l02-112. 

1911: Descriptions of uew gel1era and Species of Fishes from Japal1 and the 

Riukiu Islllnds. Proc. U. S. Nat. Mu日.， Vol. 401 No.1836. pp.537-538. 

] 912 : Japanese shore Fishe" colleeもedby the United States Bureau of Pisheries 

S七eIl.mer"Albatross" Ex:peditiou of 1906. Proc. U. S. Nat. 'MU5.， Vol.42， 
No. 1909， pp.3-D9-450. 

1937カジカの研究'水産拳禽報第7巻，第3続 135....，148頁

!'anetz， A. Hl36 Fresh w功。rfishes of the busin ofもhellorth westerl1 pなも ofthe Japn.n 
8ea. Trn.v. Il1st. Z001. Acad. Sci. URSS， Vol. 4， pp.482-E40. 

〈水産科事研究所業績第58披〉

-133 -- • 


